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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

東京都

神奈川県

群馬県

千葉県：再評価

①事業採択後5年間が経過した時点で未着工の事業

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業
③準備･計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

山梨県

埼玉県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県
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国道１６号
八王子拡幅 ④



区 間：自）東京都八王子市中野上町

至）東京都八王子市左入町

計画延長：L=2.7km

幅員 ：W=25.0m～30.0m

道路規格：第4種1級

設計速度：60km/h

車線数 ：4車線

事業化 ：昭和54年度

事業費 ：約177億円

計画交通量：31,300～45,600台/日

１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要

標準横断図

（2）計画の概要

とうきょうと

なかのかみちょうとうきょうと

はちおうじし さにゅうまち

はちおうじし
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（1）目的

・交通渋滞の緩和

・安全・快適性の向上

・土地区画整理事業への寄与

・緊急輸送路ネットワークの強化



２．事業の必要性に関する視点①２．事業の必要性に関する視点①
・八幡町交差点～左入橋交差点では、(2/4)車線区間を中心に混雑が発生。

・渋滞損失額は年間約22.5億円。
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事業全体での

渋滞損失時間：
13,375千人時/年km
（渋滞損失額：約22.5億円/年）

凡例
■： ～ 50千人時/年km未満
■： 50～100千人時/年km未満
■：100～200千人時/年km未満
■：200千人時/年km以上

N

資料：渋滞長は、H20.11.27調査結果

川口川橋付近の渋滞発生状況(下り)

稲荷坂交差点付近の渋滞発生状況(上り)

渋滞損失時間の現状

資料：H18プローブデータ

中央道

再評価対象区間

(2/4)車線区間
(1.2km)

(4/4)車線区間
(1.5km)

八幡町
交差点

左入橋
交差点

川口川橋
交差点

東京都平均（H18)
136.7千人時/年km

稲荷坂交差点で
最大600mの渋滞発生 稲荷坂

交差点

八王子IC



国道16号 谷野街道入口交差点

～八幡町交差点間（約2.1km）の所要時間
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２．事業の必要性に関する視点②２．事業の必要性に関する視点②

当該区間を通過するバス運行状況

・周辺団地、大学と八王子駅とを結ぶバスが最大3分に1便運行、地域の重要な交通手段。

・渋滞により定時性が確保されず、渋滞緩和解消による定時性の向上が期待。

渋滞に巻き込まれるバス

谷野街道入口交差点→八幡町交差点
最長：9分以上
最短：約4分

⇒ 朝夕の最長時は、倍の所要時間

資料：H19プローブデータ

【バス事業者様の声】

渋滞により所要時間が増加するため、
朝夕ピーク時はバス時刻表の設定を
変えています。拡幅されることで渋滞
が緩和し、定時性が保たれることを期
待しています。

バス利便性の向上

最短は4分程度

最長は9分以上

再評価対象区間を利用するバス路線網

1km2km5km

中心市街地と大学や団
地、主要施設を結ぶ重
要なバス路線となって
いる

八幡町
交差点

対象区間周辺には
バス利用者の多い
大学や住宅団地等
が多数立地

凡例

バス路線
(4/4)車線区間
(2/4)車線区間

左入橋
交差点

谷野街道入口
交差点



・通学や八王子駅へのアクセス等、歩行者･自転車の交通量が多い。

・(2/4)車線区間の歩道は、約半分が未整備、整備後は安全･快適性の向上が期待。
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２．事業の必要性に関する視点③２．事業の必要性に関する視点③

整備前

整備後

交通安全・快適性の向上歩行者・自転車利用者の現状

小学生が通学に利用

自転車や徒歩で通勤･通学

主要駅や学校
へのアクセス
として利用

再
評
価
対
象
区
間

歩行者の安全性確保

歩行者自転車の
ピーク時交通量

歩行者：2百台/時
自転車：3百台/時

資料：H20.11.27調査結果

歩道の空間は分離されず
車道との段差もなし

路肩 路肩

片側5ｍずつの広々とした歩道が
設置され安全性が向上！

歩道 歩道

凡例
(4/4)車線区間
(2/4)車線区間
小学校
高校
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２．事業の必要性に関する視点④２．事業の必要性に関する視点④

区画整理地区と市街地やインターチェンジへのアクセス等

・土地区画整理事業と連携した整備による都市の再生。

・八王子ICと市街地を結ぶ路線であり、高速道路へのアクセス性向上が期待。

土地区画整理事業への寄与

八王子ICへの
アクセス

市街地への
アクセス

区画整理地区内に
事業対象路線
の位置づけあり

八王子駅周辺エリア

再評価対象区間 Ｌ＝2.7ｋｍ

八王子IC

八王子ICと市街地
とのアクセス

凡例

(4/4)車線区間

(2/4)車線区間

八王子駅
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２．事業の必要性に関する視点⑤２．事業の必要性に関する視点⑤

・第１次緊急輸送路に指定、災害対応施設が集積する八王子駅周辺と広域的な緊急輸送
を担う中央道を連絡、災害に強いまちづくりへ寄与。

当該区間周辺の緊急輸送路ネットワーク

八王子駅

市役所

八王子IC

中央自動車道

1616

2020

2020
区市町村本庁舎

道路管理機関（都）

道路管理機関（その他）

警察庁、警察署

機動隊他

消防署他

災害拠点病院

保健所

ライフライン

駅

地域内輸送拠点

凡例

緊急輸送路ネットワークの強化

八王子駅周辺と
中央道を連絡

資料：東京都建設局HP



３．費用対効果３．費用対効果
■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

8基準年：平成20年度

7億円

維持管理費

237億円230億円
１．５

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

350億円2億円48億円299億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

3億円

維持管理費

46億円43億円
４．８

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

222億円1億円22億円198億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■既供用区間を除く区間既供用区間を除く区間

3億円
維持管理費

91億円88億円
２．４

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

222億円1億円22億円198億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))



４ ．事業進捗の見込みの視点①４ ．事業進捗の見込みの視点①

八王子拡幅事業の経緯

S36.10
S39.10 都市計画決定

浅川橋～八王子IC 

S51. 7 都市計画変更
八王子IC～左入橋交差点

S54年度 事業化

H4. 4 4車線供用完了
八王子IC～左入町 L=1,150m

Ｈ5. 7 中野中央土地区画整理事業
事業計画決定公告

Ｈ11. 3 中野西土地区画整理事業
事業計画決定公告

Ｈ11.11 4車線供用
谷野街道入口～八王子IC L=300m
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(2/4)車線区間について

延長：約1.2km

用地取得率：約75％（Ｈ20.12末）

区画整理事業進捗率（拡幅部分）
中野中央：100％
中野西：8.6％

凡例

(4/4)車線区間

(2/4)車線区間

用地進捗率 約75％(面積ベース)



４ ．事業進捗の見込みの視点②４ ．事業進捗の見込みの視点②

工 程 表
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年度
昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

進捗状況

用
地
買
収
着
手

工
事
着
手

一
部
区
間

（
４
／
４

）
車
線
供
用

一
部
区
間

（
４
／
４

）
車
線
供
用

用地
進捗率
(面積)

(8%) (16%) (18%) (20%) (39%) (56%) (66%) (66%) (71%) (75%) (77%) (83%) (90%) (94%) (94%) (94%) (95%) (95%) (100%)

工事
供
用

進捗率
(金額)

(1%) (1%) (2%) (2%) (3%) (3%) (4%) (5%) (5%) (5%) (6%) (9%) (35%) (39%) (66%) (67%) (67%) (67%) (67%) (72%) (100%)

進捗状況

用
地
買
収
着
手

中
野
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
決
定
公
告

中
野
西
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
決
定
公
告

工
事
着
手

暫
定
歩
道
・
バ
ス
ベ
イ
整
備

用地
進捗率
(面積)

(2%) (2%) (2%) (14%) (14%) (14%) (14%) (16%) (16%) (16%) (16%) (20%) (41%) (57%) (58%) (59%) (61%) (61%) (64%) (72%) (75%)
(H20.12末)

(77%)

工事
進捗率
(金額)

(4%) (4%) (17%) (19%) (19%) (19%) (19%) (19%) (20%) (23%)

4
車
線
区
間

2
車
線
区
間



・区画整理地内では国道拡幅用地を優先して確保するよう調整。

・取得した用地を活用して、早期に効果を発現させるため段階的に整備を実施。

４ ．事業進捗の見込みの視点③４ ．事業進捗の見込みの視点③
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② 川口川橋に早期に着手すべ
く、区画整理事業地内の計
画的な用地取得を図ってい
る。

③ 稲荷坂南入口（交）から谷野
街道入口（交）間の下り線先
行２車線化に向けた用地取
得を図っている。

① 区画整理地内の優先取得し
た用地内で、暫定歩道、バス
ベイを整備済み。

浅川
0 1,000ｍ

16

(2/4)車線区間
L=1.2km

谷野街道
入口交差点

稲荷坂南
入口交差点

稲荷坂
入口交差点

暫定歩道・バスベイ
整備済み

下り線先行2車線化

川口川橋着手

中
央
自
動
車
道

川口川橋

谷野街道入口交差点付近の渋滞発生状況(下り)



５．今後の対応方針（原案）５．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

（2）事業進捗の見込みの視点

（3）対応方針（原案）
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・中央道八王子ＩＣと八王子市街地及び昭島、福生地域と八王子市を結ぶ幹線道路上での慢性的

な交通渋滞の緩和に不可欠な事業。

・地域住民の利便性に寄与する路線バスの定時性の向上。

・歩道未整備区間の解消により、地域住民の徒歩・自転車通行時の安全・安心を確保。

・土地区画整理事業との連携による都市の再生。

・災害に強いまちづくりへ寄与

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．５である。

・未供用区間（１．２km）では、用地取得率は約７５％。

・区画整理事業において国道沿道を優先的に確保。

・早期の効果発現のため、取得した用地を活用し段階的整備を行い、平成２５年度頃の供用を予
定。

・今後は、全区間の完全供用へ向けて、未供用区間の工事進捗を図る。

事業継続

残区間の必要性・重要性は変わらないと考えられる。


